
別　　　紙

地域機関名、課名及び担当者名：長岡地域振興局地域整備部　道路・都市整備課　技師　小川佳祐

契約日 審査依頼時期 履行期限

Ａ 一般県道大口与板線 長岡市狐興野 220m 道路構造の変更 告示必要

Ｂ 一般県道大口与板線 長岡市狐興野 100m 新規道路 告示必要

Ｃ 長岡市道中之島290号線 長岡市狐興野 15m 道路構造の変更 告示必要

Ｄ 長岡市道中之島290号線 長岡市狐興野 75m 新規道路 告示必要

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

計
※１　補正延長については、附図の補正する区間延長を記入すること。
※２　告示等については、現道内工事・告示済・告示必要のいずれかを記入すること。
※３　契約日及び履行期限については、委託契約の契約日及び期限を記入すること。
※４　審査依頼時期については、何年何月上旬・中旬・下旬と記入すること。

受託業者名、担当者名及び連絡先：

補　　正　　箇　　所　　一　　覧　　表

№ 路　　線　　名 地　　　名 補正延長ｍ 補正起因 告示等※
受託業者記入欄



 

新潟県道路台帳補正作業 (CAD 化 )特記仕様書  

 

第１条 本作業は、別紙補正箇所一覧表に記載されている補正箇所について、

道路台帳の補正を行うものである。  

 

第２条 本作業の実施に当たっては、本特記仕様書のほか新潟県道路台帳補

正要領（以下「補正要領」という。）、新潟県道路台帳補正 CAD データ作

成要領、新潟県道路台帳審査要領、測量・設計・調査業務委託標準仕様

書及び関係法規、指針等に基づいて誠実、丁寧に施行しなければならな

い。  

 

第３条 本作業の実施において疑義が生じた場合は、速やかに監督員と協議

するものとする。  

 

第４条 本作業に必要な、下記に掲げる資料を貸与するものとし、電算入力

票用紙はエクセルデータを提供するものとする。  

１ 道路台帳図面の原図、既に CAD 化されている場合は、最新 CAD デ

ータが保存されている CD-R 

２ 区間現況調書 

３ 工事用平面図及び標準断面図 

４ 用地測量成果（電子成果品を含む） 

５ 道路台帳図面の図郭データ 

６ その他、業務上必要と認められる資料 

 

第５条 本作業は、下記のとおり行うものとする。  

１ 計画・準備  

本作業の内容を把握した上で、資料収集及び現地踏査を行い、作業

計画書を作成し、監督員に提出する。 

 

  ２ 台帳基準点設置 

  （１） 道路台帳図面１枚毎に、道路管理上、道路交通上支障なく、か

つ永久保存可能な場所１点を選定し、台帳基準点を設置する。 

  （２） 台帳基準点測量は、台帳基準点の世界測地系座標を測定する。 

   なお、用地測量において、既に世界測地系座標を使用している

場合は、用地測量の基準点から測定する。 

（３） 既存の台帳基準点が設置されている場合は、これを使用するも

のとし、当該台帳基準点の世界測地系座標を取得するものとする。 

（４） 使用する世界測地系座標は最新の測地成果とすること。 

    なお、座標値の取得方法は公共測量作業規定の準則に記載のあ

る TS 点の設置に準じたものとすること。 



 

（５） 道路台帳図面１枚を CAD トレースのみにより数値化をする場合

は、台帳基準点の設置（世界測地系座標の取得を含む）は不要と

する。 

 

  ３ 座標点設置 

  （１） 道路台帳図面１枚毎に、道路管理上、道路交通上支障なく、か

つ永久保存可能な場所１点を選定し、座標点を設置する。 

  （２） 座標点と台帳基準点の点間距離は、当該道路台帳図面の道路中

心線延長の２分の１以上を目安とする。 

（３） 座標点設置のための測量は、台帳基準点測量に準ずるものとす

る。 

（４） 座標点の道路台帳図面の記載及び使用する金属標の取り扱いは、

次の事項を除き、台帳基準点に準ずるものとする。 

    ①道路台帳図面及び金属標に表示する点番号は、「図面番号」-

「Z」とする。 

    ②道路台帳附図上で、座標点設置箇所に区間線を引くことは要

さない。 

    ③道路台帳調書上で、座標点の入力は要さない。 

    ④相関図への座標点の記載は要さない。 

（５） 道路台帳図面１枚を CAD トレースのみにより数値化をする場合

は、座標点の設置は不要とする。 

 

４ 境界標設置 

道路台帳の補正原因となった工事等に伴い、用地測量が実施されて

いる場合は、当該測量成果に基づく境界標を設置するものとする。 

なお、境界標設置に使用した用地測量の電子データは成果品に含め

る（用地図については TIFF データ出力したものを含む）ものとする。 

 

５ 現地測量 

（１） 現地測量は、台帳基準点及び座標点を基準として、補正箇所の

測量成果を数値データとして取得する。 

（２） １枚の道路台帳図面中に、実測による CAD 図面作成区間とトレ

ースによる CAD 図面作成区間とが混在する場合は、トレースによ

り作成する区間の固定物等の座標値を収得し、実測による図面作

成区間との整合を図ることとする。 

 

６ 現況平面図数値化 

現況平面図の数値化（CAD トレース）は、「新潟県道路台帳補正 CAD

データ作成要領」に基づき実施するものとする。 

 

 



 

７ 台帳現況調査 

台帳現況調査は、道路台帳数値を算出するための延長、幅員等の台

帳要素（舗装種別・構造物・側溝種別・防護柵・消雪パイプ等）につ

いて調査を行う。 

 

８ 道路台帳附図数値化 

道路台帳附図の数値化（CAD トレース）は、「新潟県道路台帳補正

CAD データ作成要領」に基づき実施するものとする。 

 

９ 入力票作成 

道路台帳調書に変更が生じる場合は、入力票を作成するものとする。 

 

第６条 本作業に係る補正審査は、道路台帳図面の補正及び入力票の作成が

完了した後に、図面と入力票の整合審査及び入力票の電算入力を行うも

のであり、新潟県の指定審査機関において実施するものとする。 

なお、入力票の作成を伴わない補正については、審査を要さない。 

 

第７条 本作業の成果品は、前条の審査が完了した後に納品するものとする。 

 

第８条 用地図の用地買収線及び官民境界と、補正後の道路台帳附図に記載

した境界標を結んだ線（一点鎖線）が一致することを確認すること。 

 

第９条 道路台帳補正作業の受託者は、補正審査依頼時に新潟県の指定審査

機関に対し補正箇所一覧表を提出すること。 

 

第10条 業務完了後においてデータ等の不具合、誤り等が認められる場合に

おいて、明らかに受託者の過失又は粗漏が認められる場合は、受託者の

費用において速やかに是正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 11 条 成果品及び提出部数は、下記の成果品一覧表のとおりとする。 

成果品一覧表 

成  果  品 部数 備     考 

書類 

提出届 １  

審査完了書 １  

補正箇所一覧表 １  

入力表 １  

境界標 

設置状況写真 
１ ・近景写真 

台帳基準点成果表 

及び設置状況写真 
１ 

・座標点を含む 

・写真は遠景及び近景 

図面 

現況平面図原図 １ 
・300#ポリエステルシートを使用 

・インクジェット出力 

道路台帳附図原図 １ 
・300#ポリエステルシートを使用 

・インクジェット出力  

修正前の 

現況平面図白焼き 
１  

修正前の 

台帳附図白焼き 
３  

修正後の 

現況平面図白焼き 
１  

修正後の 

台帳附図白焼き 
４  

用地図の白焼き ３  

台帳附図縮小版 

白焼き 
２  

電子 

データ 
CD-R（図面１枚毎） ２ 

・台帳図 CAD データ(SFC) 

・台帳図ラスタデータ(TIFF,PDF) 

・台帳基準点設置状況写真 

・境界標設置状況写真 

・用地測量電子成果データ（用地

図については TIFF 出力したも

のを含む。以下同じ。） 

・ 補 正 前 の 台 帳 附 図 デ ー タ

(TIFF)、用地測量電子成果デー

タ及び境界標設置状況写真 ※ 

 ※補正前の台帳附図データ、用地測量電子成果データ及び境界標設置状況写真

は、補正が行われるたびに累積追加保存されるものとする。 


















